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「学 び」 を促す教師の関わ りについて

一聴解授業における教師の発話分析か ら一

山中 都
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は じめ に

2005年 春学期、筆者が参加 した早 稲田大学 日本語教育研究セ ンターにおいて実施 さ

れ た 「日本語聴解6A」(以 下、聴解6A)の 授業で は、90分 授業のおよそ3分 の2は ニ ュー

スを繰 り返 し視聴 し、その内容 を正確 に再生 した り、意味の推測を図 った りする活動

が行われ ていた。学習者はニ ュー スの内容 を把握す るために一字一句集中 して視聴 し、

その後内容 に関 して確認するために再生す る活動を行 っていた。 したがって コー スス

ター ト時には緊張 を伴いながら授業 に参加 していたとい うコメ ン トも聞かれた。

しか しなが ら、 コース修了後にはr日 常的 にニ ュースを聞いても分か るようにな っ

て きた」rニ ュー スの中で出て きたことばの意味は辞書がな くて も考え られるよ うにな

ってきた」 とい った達成感を実感 してい るコメ ン トが増 え、学習者の授 業に対す る取

り組みが積極的にな って きた ことが伺え る。 また、rこ の授業 はお も しろか った」r失

敗を恐れず発言で きる雰囲気がよか った」 「先生 の進め方が よかった」r続 けて履修 し

たい」 など授業 の内容や方法についてプ ラスの評価 をしてい るコメン トも多 かった。

聴解6Aの 授業は、教材 とな るVTRを コン トロール しなが ら授業 を進めてい くという教

師主導型の一斉授業である。それに もかかわ らず、学習者の インターアクシ ョンが積

極的に見 られた。 このように教室全体の雰囲気 が結果的 に学習者主導 型の 「学ぴ」 に

向かってい ったのはどうしてなのか。 そ こには、学習者 をr学 び」 に向かわせ る教師

の関わ り方 があると考え られる。

そこで、本稿においては授業実践 での担 当教師の発話分析 を行 う。論文の流れ と し

ては、 まず教室談話 における教師の発話 のカテゴ リーを概観 し、先行研究では どの よ

うな発話が学習者のr学 び」に結びつ くとしてい るのか明らかにす る。次 に聴解6Aの

概要 を述べ、担当教師の授業中の発話を分析 する。最後 に 「聴解」授業での教師の発

話 のあ りかたについて考察す る。

1,先 行 研究

1.1教 室 談 話 に お け る教 蘭 の発 話 モ デ ル

村 岡(1999)に よ ると、rSinclairandCoulthard(1975)の 教 室 談 話 分 析 モ デ ル(以 下
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S-Cモ デル)は 、1970年 から72年 にかけて イギ リスのバー ミンガム大学 で行われた教

師 と生徒の インター アクションに関す る調査が基 にな ってい る」 と述べ られ てい る。

S-Cモ デルでは、教室談話 を5つ のランクか ら階層的構造 として分析 し、その最小単

位 は、rア ク ト」と呼ばれ、授業の局面 ごとに表1の ように分類 され る。

表 【.教室談話のアクト

局面 説明 具体的例

枠組み 授業や活動の開始、終結、さらに活動のやり直 しなどの

再開始を示すために用いられる。

マーカー 前開始 ポー ズ・

ス トレス 予告 まとめ

主要 実質的活動である教師の授業活動を支える。 発 問 ・命 令 ・伝 え ・チ ェ ッ ク

発話

補助

学習者の発話を補助するために用いられ、教師の発問に

対 して応答がなかったり、適切な応答が返ってこなかっ

たりした時に現れる。

促 し ヒン ト

話順

決定

教師が次に学習者の誰が話すか、また答えるかを決める

ために用いられる。

指示 競 り合い 指名

対応 教師の発話に対する学習者の応答、学習者の応答に対す

る教師の反応

認め 応答 反応

聞き返 し

評価的 多 くの場合は、教師が学習者の発話に対して一定の評価

的な応答を示す際に用いられる。

]メ ン ト 受け入れ

評価

その他 教師がペンを探して、ひとり言を言うなど積極的に相手

に働きかけない

ひと りごと

Flanders・N,A(1972)は 、教師 と学習者の発話 を10の カテゴリーに分類 し、単位行動

に分割 し、隣接する単位行動 の推移 によって授業課程を表す。 この分析方法か らは教

師が どの程度主導 しているか、また学習者が参加 してい るかが分か りやすい。

金崎他 〔20D5)はFlandersの 分類方法にさらに教 師の発話に20カ テ ゴリーをおいた

西之園のモ デルを参考 に して、一斉指導場面で の教師の働 きかけに沿 う発話 カテゴ リ

ー をモデル案 と して想定 しているところに特徴がある。表2に そのカテゴ リー分類 と

具体的 に発話例を示す。 この発話例 に関 して は調査が小学校でな され たものなので、

発話 と して使われる語彙が 日本語教育の現場 とは必ず しも一致 しないが、一斉指導 と

いう場面的状 況は共通 してい る。

表2.教師の発話カテゴリー

分類 説明 具体例

① 提示・意見 学 習 日標 ・学 習 内容 ・学

習の方向性にっいて

～た らどう

～だ
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② 発間 学習内容に関わる問い どうしてですか 何ですか

③ 指示 学習への行動 ～ しな さい

④ 説明 学習内容の解説 ～なのです

⑤ 問いかけ ～ですか

⑥ 依頼 ・呼びかけ ～ して くだ さい～ しようよ

見て 聞いて

⑦ 確認 ～ という ことだね

⑧ 肯定 ・賞 賛 そ うそ う.い いね す ごい

⑨ 評価 学習に対す る]メ ン ト あ っているね

⑩ 感想 ～ と思う

⑪ 判断 ・許 可 正誤,良 し悪 し ～ して もいい.い いよ だめ

⑫ 否 定 ・批 判 ・叱

咤

～ で な い ,～ な い

い け な い,こ ら

⑬ 命令・禁止 しなさい,し てはいけない

⑭ その他 場つなぎなど じ ゃ あ,え え と,は い

1,2優 れた教 師の発話傾向及び授業展開

金崎他(2005)は 調査結果より、授業 を対話的関係で営み、 ともに探求 してい くよう

な発話傾 向や授業展開に見 られ る教 師のかかわ りが、教室活動 を変えてい くと論 じて

い る。それ は、とりもなお さず教師に求め られ る実践力 と言えるので はないだろ うか。

具体的 には、r学 ぶ意義 ・目標 ・課題 の明確 な提示」により、学 ぷ意義 を明確 にい ること

である。 さ らに、学習 者の意思 を反映 しなが ら学習 を進め る環境を設定 し、教 師の発

話は賞賛 ・肯定 ・呼びかけ ・間いか けと学習者 との対話的関係に配慮 し、 さらに復唱・

確認 ・確認付 け・比較のための発話が多い。教師主導 と言 って も、説 明に終始せず常 に

学習者の反応 を見なが ら発話 してい るのであ る。そ して何 よりも学習者が課題 に一斉

に取 り組め るように教室の呼吸を整 えることが重要だ という指摘 もあ った。

2.聴 解6Aの 実践 か らの検証

2.1参 加者 と授業の概要

本稿 での分析対 象とする授業は、早稲田大学 日本語教 育セ ンター設置の留学生対象

の 日本語授業r聴 解6A」 である。聴解 の能力 として、rス キ ミング」rス キャニ ング」r予

測」「推測」な ど習得することが 目的であ る。特 にニ ュースでは 日常的 に耳に しない未

知 語を画面や文脈の流れ で推測す る能力が必要である。教 材は、NHK首 都圏ニ ュー ス、

NHKニ ュース特集 など3分 か ら8分 程度 のものを扱い、一つのニ ュースを2回 の授業

一211一



(90分x2回 〉で行 った。2005年 春学期 は17名 が受講 し、14名 の大学院生が実習生 と

して授業に参加 した。 この授業は、大学院 日本語教育研究科の突践(1Dと 連動 してお

り、院生は授 業で扱 う教材の選定、教案や タスクシー ト・スプ リク ト・語彙表 などの教

材 の作成を行い、実践段階では担当教師 の授業 を参与観察す るほか、授業補助 ・発展練

習 の進 行を行 った.ま た、授業後 に参加報告 の レポー トを提出 した。

2.2教 材 と進め方

授業は、学期 の前半では2～3分 のニュースを教材と し、一つのテーマについて90

分 の授 業1回 半 で行 った。授業の流れは、導入→全体視聴→部分視 聴→ 内容理解確認

の タスク→再生練 習→発展練習という順序 で進め られた。学期の後半で は、7～8分 の

ニ ュース特集を扱 い、やは り90分 の授業1回 半で行 った。授業 の流れは、導入→全体

視聴→要 旨まとめ タスク→段落視聴→内容理解のタ スク→発展練 習 という順序で進め

られ た。また、後半 では院生 による発展練習 も30分 近 い時間が取 られ、学習者 は発展

練 習にも期待を寄せ ていた、

[学期前半]で 取 り上げられたニュース

r銅 山の町に歴史館オープ ン」r携 帯電話で浅草 を紹介」

「エ コツアー」

表3,前 半の授業の流れ

流れ 活動内容

導入 課題の目的、内容の説明をする。

全体視聴 VTRの 全 体 を視 聴 し、教 師 が 一 人ず っ に理 解 した こ とに つ い て 再生 さ せ る。 も う一

度 視 聴 し、 同 様 に行 う。

部分視聴 一文ずつ止めて、正確に聴取させ、再生させる。

未習語彙や文型は、必要に応 じて学習者に類推させたり、教師や院生が説明をする。

内容理解タスク 町Rの 全体を視聴し、内容理解に闘する間題の答えをタスクシートに記入 し確認す

るo

再生練習 タスクシートに予め記載されている単語を文に再生させる。必ずしもVTRど お りに

再生 しなくてもいい。

発展練習 トピックに関連性のある話 し合いをする。

[学期後半1で 取 り上げ られ たニ ュース

r銭 湯を健康づ くりの拠点に」r多 摩 ニュータウン40年 」

「人 口減少社会」

表4.後 半の授業の流れ
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流れ 活動内容

導入 課題の目的、内容の説明をする。

要旨把握 VTRの 全 体 を一 回 視 聴 し、 タ ス ク シー トに要 旨 を 記 入 す る。

段落視聴 全 体視

聴

段落ごとに視聴 し、再生させる。

部 分視

聴

全体視聴で問題となった点を中心に再度視聴する。未習語彙や文型は、必要

に応 じて学習者に類推させたり、教師や院生が説明をし、拡大を図る。

練習問題 胃Rを1回 視聴し、内容理解に関する問題の答えをタスクシー トに記入する。

発展練習 トピ ック に 関 連 性 の あ る活 動 を 院 生 を 中心 に 実 施 す る。

今 期 は「演 歌 を 歌 う」「ク ロ ス ワ ー ドパ ズ ル型 ク イズ 」 「ジ ェ ス チ ャー ゲ ー ム 」

2,3分 析資料及び分析結果

本稿で取 り上げた教師の発話資料は2005年6月13日 に録音 した もので ある・教室で

の録音 は授業の妨げとな らない場所で トiDで録音 した。MDはSONYMz-BloOを 使用 し

た。教師が発話 してい るところか ら距離が あ り、またマイクの使用 も不可能だ ったた

め、音声的 に不 明瞭な ところもあるが 、授業 の進行は筆者 も記録 を残 していたので、

両者を分析資料 とした。

2,3,1分 析の枠組み

分析 には、発話 カテゴリー と して シCモ デルの アク トの概念 を使用す る。本稿 では

1.1で 示 した この分類 をさらに下位分類 された もので日本語の分析に適す るように翻

訳 された村岡(1999)の アク トの説明を採用す る。その中で教師の発話 に関わ る17の ア

ク トを取 り上げ、表5に 説明を示す。

表5.22の アクトの説明

ア ク ト 説明

マ ー カ ー 談話の境界、たとえば新しい活動を始めた り話題を提供 したり、あるいはそ

れらを終了することを合図する。

前開始 話 し手の主要な発話意図を補助する。

枠組み ポ ー ズ

ス トレス

活動と活動の境界に現れるポーズで、マーカーとともに新 しい活動が開始さ

せることを合図する。

予告 次に起 こることを予告する陳述文で実現される。

まとめ これまでの活動をまとめるもので、前の話に言及する陳述文で実現 され る。

発間 学習者に言語的な応答を求めるもので、多くは疑問文によって突現 される。

チ ェ ック 授業を進めていく上で支障がないかどうか確かめる機能であり、前 もって聞

き手の答えが分からない場合のみにチェックとみなされる。
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主要 命令 命令で実現され、聞き手に非言語的な応答を要求する。

伝え 簿報を伝えることが唯一の機能であ り、陳述文で実現される。

発話補助

促 し 「どうぞ」「はい」「はやく」などの限られた表現によって実現され、命令や

発間をさらに促す機能を持つ。

ヒ ン ト 学習者の応答を助けるために付加的なtκ報やヒントを与えるもの。

話順決定 指図 「手を挙げてください」など発言を請う機能を持つ。

認め 相手の話を認めたことを示す合図。非言語的な頷きや相槌もこれに含む。

対応 聞 き返 し 相手の話が聞き取れなかったり、意味が分からなかったりした揚合に聞き返

す機能を持つ。首をひねるなどの非言語動作も含まれる。

コメ ン ト 陳述文や 「…ですね」などによって表現され、例を示 したり、話題を発展さ

せたり、追加情報を提供 したりして上のランクのや りとりを楠助する。

評価 受け入れ 相手の発言を聞いたこと、相手の仕方が応答がふさわしいことを示す。

評価 学習者の反応、あるいは発言の質についてコメントしたり評価 したりする機

鮨を持つ。

2.3,2分 析結 果

ここでは、担 当教師の発話の中で多か ったアク トを取 り上げる。

①枠組みのアク ト

教師は、 授業開始時に授業の流れ を説明 し、 また学習者がすべ きことを丁寧 に

説 明している。学習者 にこれか ら始 まる活動 の心構えを準備させ る。

(例1)

lTl
!

l

I
lI

ヨ

}i

しT

ヨ

え一、や り方 と しては、あの一先週 と同 じや り方 に します。だいたい あの一 これが、7分 、

8分 弱の長 さあ ります。1回 まず見て くだ さい。

(略)え 一、や り方 と しては、です か ら、 まず一回 見て もらって、 メモを取 りなが らとい う

のは、プリントがありますから、それにメモを取 りながら聞いて書いて ください。後でこ1

れ を出 して もらい ます。 え一内容 をここに書いて ください。i

…は
い,あ の一全体を5つ に分けてみます。途中止めませんから、第一雷目のどころだけ見てくださll

でい。1
② 主要 アク ト

常に担 当教 師は、学習者が十分な理解 を してい るか確認 している・学習者が発話を

促進するよ うな様 々な発問 を行 っている。その発話内容は、学習者か らのあ りそうな

質 問を前 も って予測 してお くところか ら綿密に構 成されている。'一斉授業であ って も

個 別と全体へ の発話の繰 り返 しによって、絶えず 学習者を注 日させる工夫 を している、

(例2)
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ITlう ん?は い 。 テー マ、 読 み方 で し ょ。 何 で 読 む の 、 これ は?

ヒT
:た ま。 何 の 意 味?

lTl市 の 名 前 で す か?市 の 名前?

iT:過 密 。 過 密 の 反 対 、 何?

③発話補助 アク ト

担 当教師の発話 の中で特に多か ったのが 、発話補助アク トである。学習者 に常に発

話 させ るようにr他 には?∫r他 にどうですか?」 などの発話 によ って学習者 は自ら発 話

してい くものが多か った。

④対応 アク ト

学習者の中には、理解が不十分だ った り、明瞭 な答えができないため に発話が途 中

で途絶えて しまう場面 もあ った。その際 に教 師は聞 き返 しを行い、再度学習者 に考 え

させ ることによって理解 を深め、 より正確 な聴解能力の促進を図 っていた。

3,ま とめ

筆者 は、今 まで の教授経験 により聴解 の授業 は穴埋め型のタスクを行 うことが多 か

ったが、 本実践 によ り再生 による リスニ ングの重要性を理解す ることができた。そ の

際に難 しいのは、単純に正解のみを確認す る従来の テス ト的 な聴解 ではな く、 常に教

材テープの視聴 を繰 り返 し行い、学習者の理解 を促す授業展開を していかなけれ ばな

らない ということだ ろう。また、学習者が起 こす誤用 にっいて も、 なぜその ような聞

き間違 いが起 こったのか教師がひ とつひ とつ確認 してい くことに よって、学習者 自身

も聞 き方 のス トラテジーを得てい くことがで きるのではないだろうか。その意味では、

教師は学 習者か ら出る疑 問や誤用 を予め予測 した発話 を行い、学習者が聞 き方 のス ト

ラテ ジーを獲得で きるように支援 する役割 に徹 してい くことが重要である。

今回は、教師の発話のみを追 ったが今後 は学習者 とのインター アクシ ョンにも着 目

し、 さらに相互のや り取 りの中でr学 び」がいかに深まってい くのか検証 したい。
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